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施設概要

施設名

介護老人保健施設 風花苑（かざはなえん）

サービス内容

入所・短期入所（予防含）・通所リハビリテーション（予防含）

所在地

〒891-9306

鹿児島県大島郡与論町大字麦屋字風花 1305番5

構造・延面積

鉄筋コンクリート造2階建て／5255.91㎡

入所定員

100名

併設医療施設

龍美クリニック（診療所）内科・眼科・婦人科

スタッフ

医師・薬剤師・理学療法士・介護支援専門員（ケアマネージャー）

看護師・介護福祉士・介護士・支援相談員・管理栄養士・調理員・事務員

設備

特殊浴室・機能訓練室・食堂・談話室・ボランティア室

家族相談室・交流スペース・ヘリポート併設・パークゴルフ併設

開設者・代表

医療法人龍美会 理事長 川畑力

管理者

施設長 和田峰光
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ゆとりの居住空間

2013年4月に入所数を100床へ増床、さらに施設を充実させて快適な入所生活をお
届けします。
リニューアルしてご利用しやすい多人数部屋（3人部屋、4人部屋）を増やしまし

た。また、個室は全室オーシャンビュー。エメラルドグリーンの海を眺めながら
自宅と同様のプライバシーの中で療養いただけます。
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施設概要
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施設概要

２階食堂からの眺め

併設されたパークゴルフ場
からの眺め



©2023 令和５年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業

施設概要
職員のOFFの様子
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施設概要
職員のOFFの様子
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Kaigo-Robot

Platform
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２．取り組みの流れ
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2月

取り組み全体の流れ

9

8〜
11月

12～
1月

1月

パッケージモデル プロジェクトの流れ

• 改善活動を検討・実行に移すための体制づくり
• 介護現場での課題把握
• 介護ロボットの選定
• 導入計画書の作成
• 介護ロボット導入後のオペレーション変更の検討

• 介護ロボット導入準備（保管場所・活用ルールの検討）
• 介護ロボットを活用した利用者へのケアの提供
• 介護ロボット導入後の効果検証

• 期待していた効果（仮説）に対する、効果検証
• 振り返りミーティングの実施（良かった点、今後改
善する点等の検討）

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

手順

１

手順

６

手順

５

手順

４

手順

３

手順

２
P

D

C

A • うまくいかなかったことに対しての実行計画の見直
し

令和６年度鹿児島県介護生産性向上総合相談センター
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手順１ 改善活動の準備をしよう

施設長によるキックオフ宣言（11月19日）

プロジェクトチームの立ち上げ（11月15日）

・プロジェクトリーダー：介護副主任

・報告書担当：総務

・調査担当：介護

・研修担当：介護副主任

・マニュアル担当：介護副主任

・その他：看護師長
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手順２ 現場の課題を見える化しよう（１／３）
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手順２ 現場の課題を見える化しよう（２／３）
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手順２ 現場の課題を見える化しよう（３／３）
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手順３ 実行計画を立てよう（１／７）
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介護ロボットの選定の要件
● 腰痛軽減
● 介護負担感の軽減
● 移乗困難者に対するムリな介助をなくすこと

試用前評価
● 腰痛アンケート
⇒結果は後述

メーカー説明会の実施（1月10日）

実施体験
● タイムスタディ調査
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手順３ 実行計画を立てよう（２／７）
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試行的導入の準備（12月10日〜12月27日）

試行的導入期間(1月11日～1月18日)

●主な使用場面は居室を想定

●期間中に担当になったスタッフが試用

≪試用場面≫

●居室のベッドから車椅子、ストレッチャーへの移乗

≪利用者の要件≫

●体格が大きい方

●皮膚トラブルがある方

●拘縮がある方

≪職員の要件≫

●小柄もしくは筋力が弱い職員、腰・膝に痛みのある職員
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手順３ 実行計画を立てよう（３／７）
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対象 年齢 身長 体重 拘縮・麻痺 特徴 皮膚 骨折リスク

A 63 175 89.5 左手に拘縮、左片麻痺 座位保持困難立ち上がり困難

B 96 150 29.6 四肢に極度の拘縮あり。 円背で丸まっている

C 102 145 34.4 上肢屈曲、下肢は伸展状態で拘縮 膝が曲がらない

D 95 150 39.4

右手右足に屈曲拘縮あり。
左上下肢は伸展

E 93 150 44.5 なし
認知機能低下により意思疎通に難

あり

F 88 160 57.8 なし 移乗時協力動作ない 原因不明の恥骨骨折の既往あり

G 87 155 38.2 両上肢屈曲、両下肢伸展 両上肢屈曲強い
少しの刺激で
剥離

両下肢3か所骨折既往あり、重度
の骨粗鬆症

H 95 145 37.5 両上肢屈曲、両下肢伸展 ギャッチアップ50度が限界
少しの刺激で
剥離 恥骨、右大腿骨骨折の既往あり

I 94 170 50.9 四肢屈曲 類天疱瘡で全身に水疱散在
少しの刺激で
剥離

J 92 155 49.1 四肢伸展

かご
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試用対象者の選定
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移乗介助に関わる介護職員数

常勤：２１名（女性：１６名 男性：５名）

６５～７０才：６名（うち男性１名）

６０～６５才：２名

５５～６０才：４名（うち男性１名）

４０～５０才：３名（うち男性１名）

２０～３０才：６名（うち男性２名）

外国人特定技能実習生 ２０～３０歳代の６名

令和４年８月 受け入れ 女性１名

令和５年５月 受け入れ 女性１名

令和６年12月 受け入れ 女性２名

令和７年１月 受け入れ 男性２名
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手順３ 実行計画を立てよう（４／７）
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SASUKE背
面

身長148㎝の職員と比較

手順３ 実行計画を立てよう（５／７）
介護ロボット：SASUKE
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（株）マッスル様によるWeb研修（1月10日）

職員による安全性の確認

試用した職員：身長180cm、体重８０kg

落ちるために体を動かしたり、左右に体を振ってみたが、落ちる
事はなく、安全性が高いと感じた。

かご
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手順３ 実行計画を立てよう（６／７）
メーカー説明会
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手順３ 実行計画を立てよう（７／７）
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試行的導入（1月11日～1月18日）

居室にてベッドから車いすに移乗している場面

かご
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P（改善活動の準備、現場の課題を見える化、実行計画）
の段階で苦労した点・工夫した点

21

かご
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（苦労点）現場での介護ロボット使用方法（職員の教育）

人員不足もあり、招集型の研修がなかなか実施できなかった。

（工夫点）OJTで６回、プロジェクトメンバーが対応した。

（苦労点）職員の中には取り組みに共感頂けない方もいた。

「ロボットを使う事への抵抗感」

①時間がかかる、１人で人力が早い、２名介助が早い

②怪我をさせるのではないか（皮膚剥離・腕や足の挟み込み）

③SASUKEのシートが破れたりして落とすのではないか

④SASUKEのシートに経年劣化が起きないか

⑤SASUKEシートはハイター等で消毒は可能か

→次頁へ
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P（改善活動の準備、現場の課題を見える化、実行計画）
の段階で苦労した点・工夫した点

（工夫点）①・②に対し

•ロボットを活用することによる安全性や負担軽減を繰り返し個別に

丁寧に説明

•使用者（職員）、介護者（利用者）共に負担軽減になる事を理解し

てもらう。

• YouTube動画の共有

•実際に使ってもらって、その有用性を実感してもらう機会を設けた。

（工夫点）③・④・⑤に対し

•メーカー問い合わせを行う

22
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P（改善活動の準備、現場の課題を見える化、実行計画）
の段階で苦労した点・工夫した点

（工夫点）⑤に対するメーカー担当者からの見解（非公式）

「SASUKE専用シートへのハイターの使用についてですが、スリング

メーカー様からは塩素系の使用は控えるようにとの指示を受けてお

ります。感染対策として必要な場面もおありかと存じます。シート

を一晩漬ける程度であれば、破損等は見られませんでした。それを1

か月続けたところ、若干のシートの縮みは生じたものの、目に見え

る破損はありませんでした。それ以上の期間における影響は申し上

げにくく、塩素系洗浄剤以外のものをお薦めしております。ハイタ

ー系洗浄剤ご使用後は必ず、シートに破損や亀裂がないか、特にア

ームを通す部分は入念に、ご確認のほどお願いいたします。」
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P（改善活動の準備、現場の課題を見える化、実行計画）
の段階で苦労した点・工夫した点

24

（苦労点）筋緊張亢進や拘縮がある利用者へのロボットの活用は難しかった。
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画像は失敗事例

車いすがリクライニ

ング仕様ではなかっ

た。

（工夫点）ロボットを有効活用するための環境整備（スペースの確保）

理学療法士と共に個別アセスメントを行い使用する車いすを決める。

スライドシート等で臨機応変に対応した。
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パッケージモデル

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

手順

１

手順

６

手順

５

手順

４

手順

３

手順

２
P

D

C

A
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手順４ 改善活動に取り組もう
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手順４ 改善活動に取り組もう（１／６）
マニュアル初版の作成

26
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取り外す時はつまみを奥に押し込みながら外す

グリーンの点灯で充電完了

本体下部に

電源スイッチあり

使用時はグリーンの点滅ボタンを長押しし点灯させチャイルドロックを解除する

引用元：@SASUKE-lt1et
https://youtu.be/vq0RuydJIE0?si=1xuoFm_lgM3yx0dm

https://youtu.be/vq0RuydJIE0?si=1xuoFm_lgM3yx0dm
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手順４ 改善活動に取り組もう（２／６）
マニュアル初版の作成

（シートの使い方） 膝うらにホールを合わせるように敷きます。膝裏へ、クッションを入れてください。

※ ストッパーはかけない

引用元：なごや福祉用具プラザ「機器の紹介 ROBOHELPER SASUKE」
https://youtu.be/F1l2bdYVYjI?si=7JiQevkunf4ZA7qp

https://youtu.be/F1l2bdYVYjI?si=7JiQevkunf4ZA7qp
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手順４ 改善活動に取り組もう（３／６）
マニュアル初版の作成

引用元：なごや福祉用具プラザ「機器の紹介 ROBOHELPER SASUKE」
https://youtu.be/F1l2bdYVYjI?si=7JiQevkunf4ZA7qp

https://youtu.be/F1l2bdYVYjI?si=7JiQevkunf4ZA7qp
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SASUKEマスターの選定

SASUKE本格的導入に向けて、職員の技術向上を目的とし模範職員

（SASUKEマスター）を選定していく。

選定基準

1.SASUKEの基本的な機能を理解している

2.利用者（介助者）に対する声掛けが出来ている

3.介助中の安全確認が出来ている

4.５分以内に離床が完了している

5.３分以内に臥床が完了している

6.総合的に安全に、手際よくSASUKEを使えている

SASUKEマスターを２名選定し、選定された職員はSASUKE導入後に

指導員として３か月間活動してもらい、期間中の報酬を付ける。
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手順４ 改善活動に取り組もう（４／６）
マイスター制度の導入
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本格的導入（1月20日～1月29日）

手順４ 改善活動に取り組もう（５／６）
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【取り組み中の課題】

SASUKEシートのズレを直し、スムーズな臥床が出来るポイント

SASUKEを運用していく中で臥床時にシートホール位置がずれて
しまい、スムーズに臥床が出来ないといった声があった。
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【対 策】

車いすにタオルを１枚敷く事で調整
が可能となった。

手順４ 改善活動に取り組もう（６／６）
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手順５ 改善活動を振り返ろう
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手順５ 改善活動を振り返ろう（１／８）
施設用マニュアル最終版
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手順５ 改善活動を振り返ろう（２／８）
施設用マニュアル最終版
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手順５ 改善活動を振り返ろう（３／８）
施設用マニュアル最終版
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手順５ 改善活動を振り返ろう（４／８）
施設用マニュアル最終版
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これらのマニュアルを対象者の
部屋の壁に貼付した
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手順５ 改善活動を振り返ろう（５／８）
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腰痛アンケート結果

試用前 試用後
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手順５ 改善活動を振り返ろう（６／８）
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腰痛アンケート結果

試用前 試用後
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手順５ 改善活動を振り返ろう（７／８）
タイムスタディ調査の経験
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時間ごとの職員の活動量（歩数）
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手順５ 改善活動を振り返ろう（８／８）
タイムスタディ調査の経験
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時間ごとの直接介護・間接業務の比較

時間ごとの業務内容の比較
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取り組みの結果

41
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手順６ 実行計画を練りなおそう（１／４）
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苦労点
●ロボットを使っての介護は時間がかかるという意見が聞かれる。

工夫点
● SASUKEマスタープロジェクトを企画

実際に活用した際の時間を測定（数値化）して示し、職員間で共有する。
SASUSKEマスター（模範職員）を認定し、安全に早く使える人を評価す
る。
SASUKEマスターは、導入後に指導員として活動してもらい、自身が持つ、
コツを伝える役割を持つ（任期は3ヶ月）。

良かった点

●本格的導入が進むにつれ、「これなら私にもできる。」「これは楽だ」
等のポジティブな意見が多く聞かれるようになり職員間でも「あの人は
上手だよね」「教えてもらおう」と職員が楽しんでいる様子が伺えた。
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手順６ 実行計画を練りなおそう（２／４）

今後の課題
• 残存機能の評価とあわせて適切にSASUKEを活用していく

• SASUKE本格的導入の中で、職員の意見として残存機能の維持、ＡＤＬ
低下を防ぐ必要性などがあがった。

SASUKE対象者の選定
• 毎月行われる入所者評価会議にて対象者を評価しSASUKE利用開始・継

続・中止の判定をしていく（会議メンバー：施設長、事務長、ケアマネ、
看護師長、理学療法士、介護長、リスク委員）。また、介護ミーティン
グの中でも意見の交換を積極的に進めていく。

ロボットを有効活用できる環境の改善
• SASUKE対象者は同じフロア、近くの居室を準備し、SASUKEを有効に使
えるよう部屋割り当ての工夫を行う。
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反省点

•タイムスタディー調査に関してのフィードバックが不足、タイムスタディ調
査アプリ導入についての研修が不足していたため、調査から離脱する職員が
数名発生した。

対応策

•タイムスタディーに関する質問は個々に答えると時間が掛かると判断し「タ
イムスタディーメンバー」グループラインを作り、ライン上での質疑応答と
し、研修の不足を補う事とした。

職員からあがった意見

•アプリの入力の操作方法についての意見（操作方法・誤入力の修正方法等）
•業務の入力忘れ
•通常業務に加えて、業務記録を入力しなければならないというストレス

常に確認しなくてはならない感覚となり、勤務外も気が休まらないという意
見もあった。
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手順６ 実行計画を練りなおそう（３／４）
タイムスタディ調査
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タイムスタディ調査のまとめ

心理的負担

• タイムスタディー調査は職員の心理的負担が大きく、新たな取り組みに抵抗を感じる職員が
少なくなかった。

対策）導入前に取り組みの目的、意義、についての十分な説明と同意が必要。

業務負担

• 食事介助、排泄介助など衛生管理・感染対策に関わる場面での携帯操作が必要となる為、業
務負担と感じる部分があった（途中にコール対応等）。

対策）入力操作の見直し、調査期間中のリーダー、職員の声掛け・配慮が必要。

操作スキル

• タイムスタディアプリに関しての知識がなく、操作、訂正方法などで混乱が生じた。

対策）調査開始前に、準備期間（操作に慣れる期間）を設ける。また、操作に習熟し、他の職員
に操作説明可能な職員を育成しておくことが必要

環境面の課題

対策）調査用の端末を揃えてから実施する。
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手順６ 実行計画を練りなおそう（４／４）
タイムスタディ調査



©2023 令和５年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業

Kaigo-Robot

Platform

2023

導入の成果
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導入の成果

介護ロボット導入の成果

• 身体に痛みがあり離床介助が不得手な職員が積極的にロボット活用に取り組み模範

的職員となった。

• 朝の人手がいない時間帯の離床が可能になった。

• 他職員もロボットの有用性を理解し取り組めるようになった。

• 身体への負担が少なくなったと感じる職員が複数名いた。

• SASUKEを使用することで密接しない介助が可能だった。

チームとしての成果

• 新しいことを導入することに対し抵抗感のある職員がいたが、しっかりとフィード

バックを行うことで理解を得られた。

• 多くの職員が抵抗感がなくなり前向きに捉えてもらえるようになった。

• 実行力、主体性の向上

チーム全体の協力体制ができ、それぞれの役割を持ち、個々が実行することができ

た。

• チーム全体の実行力や主体性を感じることができた。
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施設長のコメント

介護ロボットSASUKE感想 和田峰光

● まずはSASUKE使用時の移乗操作における各手順が安全性に配慮されているところが

好印象。

● 感染対策、衛生管理上の問題からお一人1シートを使用することは前提として、尿失

禁便失禁等の方の移乗で使用する場合のシートの取り扱いについて（マニュアルを

作れば十分対応可能）、便失禁の場合は次亜塩素酸ナトリウムで消毒が必要になる

が、ハイター消毒を繰り返した際の経年劣化はどうか、長期使用時破れて落下リス

ク等はないのか。

● SASUKE使用が介護職員2人介助が必要な方を1人介助で済むようマンパワーを減らす

ことには向かない印象。SASUKEにて介護職員1人介助で利用者を移乗するならシート

を敷くときに両側臥位を向いてもらう際に、利用者にベッド柵をしっかり把持して

もらえることや、両股関節、両膝関節、両足関節の拘縮がさほどつよくないことが

使用条件となる。

● 導入コストの問題。複数の利用者が同じA場所から移動する場合は一台のSASUKEで対

応可能だが、複数の方をそれぞれ別の場所から同じ場所or別の場所へ移動する場合

はSASUKE自体を使用場所へ運ぶ移動の手間が気になり向かない。一方、複数台の

SASUKEを導入するにはコストと使用メリットとデメリットのつり合いが現状とりづ

らい。 48
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Kaigo-Robot

Platform

2023
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